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(1) 新築敬室

新資験室11従来の醤賓験室に比しで国積は約'倍

に増大し地下 1階地上4~.皆の堂々たる建物である内

部は特に堅生指導に霊黙を置いてゐるため，思生用

各種t受験室岡書室列品室等が可成り[{11.い面積をとっ

てゐるが，各特殊賞験室には!f.洞化準科が他に誇る

最新式の設備が指されてゐるのでるる。

先づ第一に翠げられる特殊質験室は地階の低温資

験室だ。 ζ の虫色験室tまR軍用化皐科許りでなく機械，

電気科等にも必~なもので，その利用範聞は頗る臆

簡に瓦ってゐるとの事である。室内に11氷黙下廿五

度近くまで任意の2種の→定湿度で長期間使用出来

る大冷厳寧が設置されゐる抗これが何かしら心強

L 、感じを醸しだしてゐる。また瓦斯揮2妥協等の引火

性の物質を耳支援ふために設けられた耐火室，揮裂物

質除室なども特色あるもの L一つである 3

→通り説明することにして先づ地階に降るとft準

工業用機械や大型強度試験終等を備へてゐる。化事

ヱ業資験室，セメシト養生室，更に元素ガス分析室

X線室等方;目に止まる。 1階は薬品穏具室，天秤室

i年用貸験宅，分析及び無機ft患研究室，セメシト

及び築業のこliff宛室に充てられてゐる。

2階に上ると臨用化事科が世界ーを誇る酸性白土

研究者がある。その他2年用資験室，物理化恩賞裁室

天秤~，恒温槽釜，瀬徴鏡諸民室，暗室，或11石絵関

脇塗糾等の泊滑化患研究室，~fi室等に必要な光化皐

研究室，並iこ染斜化患研究室が設けられてゐる。 3階
は， 3年用賞験室，揮E建物質賞験室及び砂織i駁粉研究

集，醸j¥l:とL、ふ文字から受ける感じとは凡そ異った

清潔なE愛野研究室j時代の寵見入港絹糸えテーナル

.. 7 ア♀ j~ 一郎ち人法羊 Eセル ロ イド製糸等を研究

聖母!綬とする跡継素研究室，精密測定用の物理化事前

究室，電気化製腕究室の玄m究室が置かれ ーゐる。
以上の各階の完備した明究室から本邦化謬て業界

を瞥援する研究が妥表・さすL斯界のため岱々貢献され

ん事を期待し止まない。

(2)敬室消息

小林先生以下諸先生並に職員諸氏には教務多端新

敷設への~'1越 ! t他の雑務多忙の折i之も閥bず往々健
康元気旺盛であられますτ 只山J内た生11最近腎臓

の方を少し ノ害されで臥架して麗られたが，最近l士

宮に直され..2バ日前より率、ょに御見えになった様で

.ず。...

小林先生は色々の事務に忙殺され居らる Lにも閲

らず山本先生と同様酸性白土の研究は仲々盛んであ

る。叉先程評論枇出版の「石油工業jを渡戸jされ，

我園が渇去童文十年間石油資源に1歯され乍ら進んで来
た経路，現~並に石油業法に闘し詳細主主識な磁議を
傾倒され将来日本が進むべき燃糾政策に闘い御高

見を披i隠された。英他石油時報燃料協曾等tこも執筆

されて鰐~。小栗先生は工業化撃舎の副曾長の事務

多忙にも閲らず繊維素に関する研究も盆々感んも

工業化合誌等に艇身英報告が見受けられる。富井先

生も元気限んで研究に従事されて居るが最近慈電

池の研究で文部省の自然科皐研究補助費を交附され

た。武官先生11イyグエルタ F ゼの研究に闘し研究

され工業化墜曾誌等に報告ざれて居る。山口先生も

油脂塗斜方面に閲する研究を元気でやって辰巳れ

る。山本先生の酸性白土の物理化撃的研究は斯界の

先綴であるが，之に附諸した活性白土の研究及石油

に闘する研究も褒』号されて居る。叉最近は工業イヒ準

舎主記の専務多忙の折柄益々研究に泊がのづて最近

日本駒持協曾の名器ある 日本製品~協曾賞を得 Jられ

た。文字野先生l土アルミIナの製造研究に闘L隔日な

き努力をされて居り，秋山先生は先程アルミナセメ

シトの製造研究に闘し旭化島臣奨糊曾より研究費者}受

け'られた。元気盛んで-研究成果を妥表されて居る。

猶今夏の卒業生見皐放行11北海道班11武宮先生，関

節加工宇一野先生に夫k~ l卒されて行つ出:何れも無

事七月末日議定の見墜を終了した。

待望ど新車用化率科教室も難無く去る8月下旬竣

成して 9月1日より引越を始め約2週間にして完全

に新教室に引移る事が出来第2謬期の授業も平年

遁り同 11 日より新教室に於て始業する事の出来た

事11御同慶乃至りで，感校賞局は勿論管~i(，課各位及

!f!A用化事科諸先生並に職員諸氏の鍵撃なる努力と卒

業生諸氏の熱心なる後援とによって落成の械に溜ぎ

着:十たのであります。申す迄もな く新数室主変成l";t苔

路用化事科つ外容• .:Y:J完成て?ありますが，同時に英内

容の黙に於ても着々完成の岐に蓬せんと して居る次

第でありまして，此新築落成を-111期として益々其
設展に拍車をか〈る標数室，先輩諸氏設に製生諸氏

の一致圏結を望んで止まざる次第であり空す。

臨用化製科新数室を先頃問中総長金子常務理事を

始めとして維持員の方々 の来訪を受け，叉先頃理工

謬部f也科諸先生を招待して新築披露を行った。治lま

来る11月l日には闘係省iftJ:，食員，堅生父兄を招待

披露する議定。

〆
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山本前一民日本畢術協曾賞を受賞す

山本た生は今回日本撃術協合より多年研践を績を

れ，隼界l乙多大の貢献をされた酸性白土嵐粘土の理

論化事的研究に欝し本年度第3部αヒ製，薬事〉 日
本射精協曾賞を受けられた。簡に御同慶1)歪りであ

る。猶ほ¥0月18日岡山市に於ける日本事術協曾大舎

に出稼「活性白土に闘する研究」に就て，同24日に

河喜多博士功績記念試演曾には「酸性白土と活性白

土JIミ就て講演され，吾ヵqll!i用化事科のため病躍さ

れてゐる。

(3) 夏期工場見畢旗行詑

〈昭和lU事変・北海溢班〉

令~の夏期工場見皐政行は昨年の通り，北海道と

九州・!との2班ニ分れ，吾北海道班lま，武官数度御引

王将の下に下記18名の多数の参加を得て，野外教練の

開係で少しく濯れて7月14日!仮かに出設した。

今村，石海，池田，徳本，大久保，小倉，片桐，

棚橋，野崎，采松，日下部，久喜，山悶，保問，

的場，小松，宮田，平池，

以下此暁に英の超過を報告す。

ー 7月14日〈火〉ー第 1日一階

午前9舟30分上野募集合。 武富先生は御先豆，

既に北海道に在り。徳本君は用事にて遅れ一行17名

集合。西片君，大西君の見送りを受けて10時，臓か

にスタ四トは切らる。 05539の昔F線型列車は元気な
一行を乗せて武蔵野を横ぎり，一路育森に肉って北

へ北へと進む。

揺れる事13)者間学，午後11時字，寝る限もなく脊

森着。

7月15日休〉ー第2日ー晴

夜12時連絡舵こ乗船，午前O時学出設。夜間の属

津軽海峡の展望i泊〈きかないが，漣糊防「ざこ

ねjの経験も叉嬉しいものです。やっとうとうとま

どろんだと恩ふじ午前5時，朝露に包まれた函館

港に驚a北海道の力強き一歩をふみ出す。

直ちに北海道本線に乗り換~午前6時函館獲の

念行にて小憶に向ふa初心て見る北海道D風景は疲

れた怪判中々袋ませだ〈れなL、。

北海水力電気株式曾祉の安治祐司郎，五百厳柳夫

氏・の御出迎を受け子前1時半小樽着，加賀屋t使館に

御案内される。ベI、得の街It丁度祭で工場が休んで居

る篤見串出来ず，雪量飯後モーターボートで小樽港を

一周し，古代文字を見，北海製織等の主なるヱ場の

タi観だけを見る。「かなしきは小樟の町よ歌ふことな

き人々の態の荒さよJと数10年前啄木の歌った感傷

の町小縛も今は近代的工業都市になりきって居る。

久L振りに風呂に入り汽車の煤煙を落じて，疲れ

た随を休める。此所で徳本君来り一行18名古'嶋ふ。

7月16日〈木〉ー第3日一 小雨後暗

2日聞の汽車の波れを一夜の睡眠に回復・して 5時

牛tg~。小樽乃街は小雨にけむって居る。

午前7時小待騨盛一路釧路に肉ふ。雨It何時力開

にか止んで居る。札幌，岩見津，瀧川，下富良野と

列車は北海道の中央を繊ぎって午後3時頃清水騨に

て武官先生カ調乗車して一行全〈翁?ふ3 先獲して御

見壊なされた帯皮の甜楽糖E場，農事試験所，極東

煉乳及び清水の明治製糠のお話しを武宮先生より承

る。

甜楽糖工場は夏期操業して居ないのと，日程の都

合との矯に我々は甜茶糖工場を一つも見撃しなかっ

たが，北海道製繍の平脅威及び標茶の工場，明治製織

の清水及び士別〈計聾中〉工場の中一つは見墜され

る様来年の方にお奨めする。

有名な狩勝市の展望を~にして，大雨の残りをう

けた，名物の霧深き釧路線に午後7時，40分着3 内報道

氏及び市悶氏の御出迎ヘを受けて，爾氏の御案内に

よりパスにて王子製紙~I\路ヱ場に肉ふ。霧の深い事

と，自動車のひど〈 ゆれた事が強〈印象に残る。社

宅を二つ都合して裁き 9人づっ分れて宿泊。王子製

紙自慢の風呂を浴びて後，同クラプにて我hの署員迦

舎を催して下さる。小栗先生の御親戚の浅岡氏も御

出席され心選しのスキ践と先輩の元気なお話しに一

関心持良〈よって11時半就寝。

7日17日〈金〉一筋413一快晴

5時半起床。 7時グラプにて朝食，内海氏の阿寒

回遊コースの親切なる御導あり。直ちに約 1時間宇

に渡って工場を見壊す。

聞社1ヶ年の生産高は新聞用紙3;500蔦封度，ロ

四ル字紙類l，500禽封度，包装紙類800禽封度で英の

外¥OO.!封をのサルファイトパルフ・を塑遣して居るo
Pulp工場の見製は後初なの 【非常に有盆であった

亜硫酸石友塔のSOzの臭気には一同僻易す。

見穆終って9時，阿寒回遊パスー叢を買切って薬

草， .ii11限各市内を見聞す。 .見晴し憂にて審笛警報を聞

き乍ら釧路港を見渡し，一旦クタプに蹄って午前10

時40分，内海2花岡，浅間氏等の見溶け受け，一
同感謝をこめて出裂す。大柴毛〈オタノシケと績む

のですぞ〉の放牧場を通り，名も知れぬ草花の繁つ
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平原をパス1'1走る。 '12時20分第4議電所着。同所を

見墜し同40分再び出霊童3 止t溢より山手が念となり大

雨の後で橋が般壊されて居て通行が極めて困雑であ

った。午後1時10分阿寒湖着。直ちにモ【ターボ戸

トに乗般し持星雲の壷飯にやっと一同元気づ〈。雄阿

寒，t唯阿寒乃繭岳に固まれて雄大な阿寒湖を一周す
名物の毛主藻h見る。 2時40分瀧口にて下船し，釣り

に輿ず。再びパスにて3時宇雄阿寒ホテル着。早稲・

回大撃生ー行御宿泊所の立札あり。到着後夕立来る

天候にめぐまれて居るのを脱し合ふ3 夕立後宿の後

ろを流れるがifi!l宇を散歩す。釣橋らり，白樺1'1繁り静

かな温泉宿よ唯，蚊主蛇の多いのには中目賞憐される

N君の如舎は知伝ず:に蛇と一緒に風呂に入ったとか

7月18日心的、一第ラ日ー晴

起床6時半。 8時半昨夜一緒に泊った同じパスに

乗車出設す。阿寒国立公園のほこる横筋道路を原始

林の聞をぬって走る。道の関側にすき、~，大きなのが

おひかぶさってEきるのが目立つ。双湖重量にてペyケ
ト戸，パ:/ケトーの繭1胡〈ペγケはアイヌ誇の上，

パシケ11下の意〉を望み，双岳豪にて雄阿望書，雌阿

怨の2廷に名 ，ちををしみ，破袋した道路修繕に道

を遮られながらも11時10分弟子屈〈テシカガ〉長生

閣に着。荷物をあづけ一同位置を交代して薬事摩周

湖に向ふ0'11時50分勝周湖着。刻一刻と襲警化する湖

水の色に見とれ，幽玄な景色lま諸民マユアを喜ばせ

る。持参の擾飯}こ舌づっみを打ち午後 1時出設3 屈

奈}路湖畔を通り美幌峠に2時着a北は網走の卒原を

隔て h速くオホーツク海を翠む平坦なるながめ，南

は屈斜路湖を通してカムイヌプロ岳を望み，前後全

く越を異にする展裂を洛Kして2時50分出重要。手日琴

半島にて夕立に一寸逢ひ，アイヌ部落，砂湯を見て

川湯温泉を鰹て 4時50分li1Itr山着9 英の噴煙の物す
ごいのに驚き硫黄製錬所を見事して 5時5分尚喜妻。

5持40分弟子鴎長生閣着。 28聞のパスに〈た〈た

になった慢を温泉にしたす。東京より ~n絡まで 1700

キロ，更にパスにで 300キロ，金行程約2000キロ。

思へば速く来つる吾かな 1

夕飯後騨まで歩いて東京まモーの切符を民ふ。

7月19日〈日〉ー第6日一快晴

411寺，争走塁床。今日も交快晴。なんと天候にめぐま

れて居る事よ I、午前6時10分弟子屈設。 9時半網走，

着一~JI:t所にて有名な監獄を見るてるり一一旭川行

の汽車に乗換へ9時40分同所E要。日蝕観測t有名な
女満別を通り，野付午〈ノ Yケウジう，議事選(:r.，:，.1ガE

Fレ〉二を題て年後4時29分上川縁着。 一率中d腸銭の讃~

競べが退屈をまぎらわせてくれる、直ちに騨前のパー

スにて層雲峡に向ふ。例によって案内綾乃口調宜鼓

< ，線の薬の香 iJ主義Lイ山峡を登i)5時半暦雲閣着手写
びパスにて小曲を廻遊し7時宿に蹄り夕飯。

暦雲峡には2泊の議定であった治主.夕張にjnつ都

合上，明日の中に旭川まで行く事にする。雷鳴あり

明日は天気で怠れば良L、が。

7月20日〈月〉ー第7日一勝後小雨

午前5時住床。握飯朝・登4個を用意して貰ひ，

一行18名大雲山登。山に肉ふ占防護6時:20分。 先生は

敬遠して午前中大曲，小曲を廻り先に旭川に行って

合同酒精を買事するとのお話。午前9時4ラ分頂上茶

屋着。アイスグ日ームに一同生きかへる。 fl~ぎの強

行E露だった事は日頃旨信のある0君治:完全にのびた

書誌でも想像出来よ う。 海抜198'米の黒岳頂上をきわ

めるo~震の晴れ間に北舘岳，旭岳の雲喜容がすぐま託

〈見える。 11崎町分頂上設下山。午後11待今には全

員無事宿に簡着一風呂を浴びて疲れを休め午後3'時

10分パスにて上川に向ふa途中猛烈な糠雨に逢ひ約

50分にして上川l騨着。

午後4時33分上川裂の石北線にて旭川に肉ふa安

足間〈アンタロマ〉附近で汽車遅延L約:0分遅れて 6

時25分旭川着。先着の武宮先生騨ま℃出迎へらる。

鐸請の三浦屋に落付く。旭川の符は小雨に煙って居

る。野付牛の務荷工場見患のてあり。

7月21日〈火〉ー第8日一雨後曇

起床6時字。朝食後旭川のIBJを散歩す。雨止む。
午Jt10時3，分震函館行の列車に乗る。石狩JIlu相首
水が氾i摩して居る。午後O時57分岩見淳着の濠定治:

約50分遅れて 11待52分岩見浮着コ篤に 1時 5分援の

室蘭本線に乗り遅れ3時17分迄待たねばならず，更

に泊分にて乗り換えて夕張に着く時は自互に工場見製

が出来ないので，岩見津にてハイヤー 3嘉をやとっ

て夕波までのす。4時夕張先梅放館着。荷物をあづ

け茨員長見墜に肉ふa先寄言者兄の御出迎、を受け，親

切な御案内により工場，茨鍍を見事し誘明を承.る t

7時濁宿。清水，大将，岩田，藤司，例目，弁謹，

奴寄の平稲田出身の先輩諸鬼と武富先生の御友人盆

田氏等の盛んなる饗宴を受ける。期せず・して夕張本 ・

稲田舎となり，早稲1lの勢カの偉大なのに，今夏な 二

がら一同気を良くする。

7月22日0k)...:.第9日一ー曇
5時10分起床。午前6時50i.t夕張設汽車にて午前，
8時30分渇分着。約2時間採で待って午前'0;時33分

泊分譲~弱行の長u事i二乗換へ午前11時30分遠浅(r-



4.' 竿稽回R信用化等監曾報費雪ご十九銃別加

アサ〉着a 障より約 2 町の北海道製~版資組合聯合

曾カチ同ズ工場見事J 赤屋根，白Mの:;.クな建物

十日の牛乳lI:rn:量は40石との話。土建のチーズの奴

E貨を受け，照井酪農園見撃3 見渡す限りの毒原に所

荷サイローの立って居るのが見える。

e午後2時405子遠浅妥，長高部行の列車にて 3時40

分苫小牧着3 王子製紙苫小牧ヱ場。見密工場内用地

5鳶坪の民大なる王子製紙乙ほこる模範的工場3 フ

オ'r""1) =--ヤ・マシ:〆が1300択の主主安で抄紙する
抄紙機(1全慢で10塞もあり，更に大きなのを新設中

であったミ此所で新聞用紙が年33，000禽肝， トマテ

ックスカ~5 鳶坪生産せられる。 .

・約10分琢定より還れで6時I，i分北海道銭道にて苫

小校妥。 8時:26分苗穏着。北大の姻教授及び相川氏

の御出迎代あの。パスにて8時40分とらやI使館着。

北幌の第 1夜を結ぷa

7月23EC木〉 Iー第10日一階 } 

朝 6'11寺起床試先制士道臆見事に赴く。我々ー行18

省118時宿を出設γ パス:電車パスと乗り換へて午

前8時40分北海道製酪版資組合聯合曾〈麟聯〉パタ

F 王場見事。アイスクリ F ムとパタ』とチ【ズの柑

皇室の知識を得で9時字見撃を終り，パスにて更に帝

図製麻1:'向ぶミ此所にで武宮先生及び北海ガスの先

輩驚藤氏と合しi繍藤氏の御骨折で見墜を許され午

前10涛20分見撃開始。 11時には見撃終る。 5番館倉

堂にて豊飯を食ぺ 12時50分資藤光翠の北海ガス見

易!!:，務藤氏の先輩でなければ聞かれない種々 有主主な

るお話を承り，一同多いに感謝す。

午後2時30分，北海ガスのすぐ前のサヅポロピー

ル工場見事。終ってピールの饗際を受ける。

午後6時現治製薬集合，務藤先輩に夕飯の向馳走

にちづかる。回普談，スキーの話等に話題がはずん

で 8時半とらや'Mf飴に蹄宿。

マ月24日〈金〉ー第11日一雨時々曇

7時起床。 9時宇琵似行パスに乗り午前10時20分

頃工業試君主所到着。北海道エ業試験所見事。非常に

有益s

見事終って12時10分。}時解散して自由行動とし

4時50分迄に豊平騨前集合とす。大都分の者は雨に

ずぶぬれになって 2時半北大の堀研究室を訪ね，霊

水製法の詳しい御設明を承り，得る所大であった。

英時御馳走になったアイスグリ F ムのうまかった事

が忘れられない。

午後4時50分程平騨前集合3 石津，保悶，小松，

的場，主f-地の5者がぬけてァ行11先生以下13名とな '

る。相JI1氏の見送りをうけ午後5時02分壁卒採設a

定山演鍛造にて阿5時50分定山渓着a鹿湯タテプi三・

くつろぐも

7月25日〈土〉ー第12日一晴

6時起床。午前7時55分定山深夜。 同免除戸分東，

札杭燐驚コ北海道鍛道のガヅリ yカーに乗り換ヘタ

時11分東札幌襲。午前11時11分苫小牧着。 E主目吉本線

に乗り換へ午前11時35分苫小牧設。午後 l時1e分輸

西着。日本製箆輪西工場見事。規模の大なるに鴬ぐ 。

熔鍍漬，石諜低温乾溜，コールタ F ル分溜装置等有

益な見隼を終へ，午後3時57分輪西震，同4時36分

登別跨着。パスにて登別温泉に向ひ 5降15分清b第

I瀧斗本館に投宿。武宮先生のピールの御饗:穫によ

り解散の宴を催iます。各自ユーモアーたっぷりの隠

謹の被露あり。 9時宇散解。

7月節目〈日〉ー第1-3日ー曇時荷晴

各自自由に洞爺削z肉ひ観光ホテル泊。十和国湖

を廻り蹄る者もあり，各自蹄りのコースを練る。

最後に終始御指導と御援助を賜lまった武富先立に

深ぐ感謝の意を表するーと共に，札幌に於ける努藤氏

嬬先生及び相川氏， @II路に於ける内海氏，夕張に於

ける校友諸兄等各地に於にて御多忙中にか Lわらず

御懇切なる御指事と観迎とを賜った言者先輩，校友諸伽

賢に改めて厚〈御躍の言葉を述べると共IC御健康をi

杭・つで捌筆する。ぐ久喜〉

〈昭和十ー年度開菌一九持l穆〉・

今年度の我々夏期工場電墜政行は昨年度と問機に

東西2班に分れー隊!!北海道地方他のー除の我Aの

班は関西九州地方に行く事となったd

我々一段10名11宇野助孝生援引率の下iこ7月lヨ日よ

り約101設日間関西九州地方の工場i名勝g 古蹟等を

親しく見聞し到る~に於で校友先輩諸兄の熱烈なる

御獄迎，御盤援を恭ろし無事に濠定を完結し得たの

でるる。以下:その太略を記して報告に代へる。

7月13日〈日〉晴

午後10時上野勝集合。集まる菌h宇野先生以下伊

藤，高中，大森，森，矢部，国中，萌，東，百武，

矢田の諸君p 一同溢れんばかりの克気にて午後10時

35分上野愛新潟行の列車に乗り込む。

嘗日夜遅〈山内先生の御見送り，そのよ御土産ま

で頂戴した事我々一同大いに感謝す。かくして列車

(~総勢 11名の夢を乗せ帯織へと肉ふ。

7月14日て火う 快晴

午前5時記床。 戸同爽快なる朝を王答申にて迎ふa

六時7分稽織着o"下車し車中にて貿求/ljた緋蛍にで



揮 <.海線開E通崎誠治コ.-f.光雄創知 ぞラ

朝食をすま Lて太田泊悶へ徒歩にて向ふ"'..7時夫1m

油国~泊所事務所到着h費時休息a 説明を聞き採泊

所に引率さる。歩〈事3，4分!こし仏正み3月日

麓3，0∞石の大噴f曲者とせし4競弁lζ「到着r，'これより

叡ヶ所の油井及びE動力配給所を昆態すo'この間 11時

間t之被b山地を登り下りをb穏ー陶朝日告渡努オ。山

止にて休息す。見晴絶好にしi!:はるか彼方1::新潟，

信機mの延~iこる流v.を望み四聞は宥業の香で息づ
まる治改凋<，一岡崎の遜るのも知らず，暫4して事

務所に下911時宇此5，l1を商事して粉鞍躍に向よ可 U

午後0時31分機織麗，宇奈月に肉ふ。車窓右にはア

ルプスの漣峯を望み左には日本海の荒磁を“見下すそ

の最色たるや大いは我々め印象に残る'06時日分三
日市着， ー電車に采・り換へ主十分程黒部川を遡り字国奈

月に着き直もに宇奈月自主館に投ず，黒部川ゐせLち

まを耳にcつL温泉にうかりて第l日の疲労を流Lj
今後の行程無事進行する様耐I直する明治、の宴を張る

7月45日〈水〉快晴

7時宇奈月喜連滑}IJK肉ふ。 8時53分滑川清，極集
儀氏七滴者なる所なり，約・5分徒歩にて中越電築工

業株試合枇到着，約 1時聞に渡る工場長の御説明を

奔砲し工場見慢す。 3，000砲の電孤'JJl.6塞が火花を

敏らして活動せる聞を我々一同玉め汗を流し乍ら 1

時間に渡り熱心に見事す。此の工場では日釜山000

砲のカ四バイJ.，自家用茨素電極.刺殺鍛が製造さ

る。その他細部にitlるまでゐ詳しい御説明を奔聴し

11時商事去しi富岡民尚ふ。

e 午後0時20分高岡着，騨前にて牽・食を取りパスに

て新湊の日本鋼管株式曾量士電気製鍛所に肉ふ。東京

出重量以来始めての阪かな町にて一向の思ひfi久L振

りに東京へ飛ぶ，伏木滋を→銭蒸汽にで渡る。伏木

港は今や日本泌唯一の良港として年 1-<0寓トシを呑

吐する獄勢にあり，新興満洲図との航路聞き更に高

山線の全通に依り白に躍進の歩を進めつLあり。内

外船舶常に殺験し新興の港はカ強き活況を曇Ll吾れ

り。日本綱管約4分に渡り見皐す。止どの工場11:非常

に整然とはなる仕事は el)電気鞍鋼一舗・鋳物

銅塊，) ( 2)合金鍛ー〈精俺銭・無真淵瀬健織・金属

浦俺・クロ F ム鋼・チタグ銭・英の他.種〉である

午後三時退出し北海ソ F 〆!の先輩諸兄を訪問す。清

水氏，井上氏，電気科出身の石毛氏ゐ諸兄註常に鰐

ばれ街薦めに:ttへ御毅切なる衡款待を~うしー美妓
等のサF ピスk一向 100.%k~在愁を慰るらる。ー 午後

11跨~.o分先輩言語兄遣と期uti.を捻みつ え一向元集長寓

岡を出裂し夜行・慌て京都民向ふ。今日ι日中の大・市

一一一一一一一一一一一一一

踏に一同直ちに瀧績な椅:;r.~.::"h澱すで。" ~ .• ~ ~ー\

7・)316臼E本〉 晴， i1i告著。一-
，午前9時45.分京都品直ちに主制幡大:津屋I虫館

・に絞袋を解き高山鎖山へ向よ可御懇切なる御説明を

拝癒し約 1時間iと波b孟場を見撃すー今日は無風濫
烈なる酷暑にIlf討t~同燐易す。午後t主一同嵐山に

向ひ舟遊びp 永泳等に奥ず。今夜ほ萩園祭1土て各人
三々五々散歩に出掛け京都の夜影を満喫十。.東京出

濠以来始めての自由行動なり。

7月17日〈金〉酷暑

一午前8時30分京都騨震，快速列車比七大阪に前Jふ

9時5分大阪騨着，直ちに園タタにて大阪工業試験

所に肉ふ。 9時半より 11時迄各研究室，猷験室を見

-穆す。今日も亦無風にして蒸せ返へる様な暑さ民主事

日疲努ゃうやく一向に現はる。道頓娼稲国家政館に

古豪袋を解き戎橋の袖tこ士重主食を取り市内の漫歩tこ出

掛る己この日の猛烈なる暑さにほがら急通な傑作綾出ム

夕食後漸〈ネオνの峡ゆる頃夜影を求らて'散策。

7月18日〈土〉快帝

4午前 S時天王寺設阪私混織にで和歌山氏 l古iJ~・0 '
8時45分和歌山活直ちに昆良S食事ヰ訪問i先輩由良氏

御兄弟"}I，岡氏の御丁寧なる御誘拐により孟場内隈

なく見墜す。各機械及び設備得総べ古由良氏の御~・
案との芸評}同人Uに感嘆す。これより直己隣¢南海

晒粉見書匹。由良先議お多1定中の由良氏JII医i氏ゐ御案
内にて和歌山市内鬼態。'先づお城、の天守閣i:.上り一
望和歌山の市街遠てば淡路島を眺める。人口10数磁

の掛下町，お駁様徳川公は滅多にお競りにな色ぬElfコ

3時主幹頃文一同自働率を漣ね，西圏第2番絶ミヂl'

ミ告に詣づ，眺め絶好。 4時新和歌浦，磁波敏譜f防
護上り緩館にして民下に紺碧の南海を見下す。".t・6
絶景主主:苦iこ重苦し書wし。例主益法一同嬉々として海と織

る。夜，高波留主に於て由良先~.御兄弟の絶大なるJ御
款待を受<0' ftl懇の波に漂ふ舟，白砂にと花〈る金ー

畿銀波，農は洗れ魚火海の彼慮tと瞬<0白呉氏御兄
弟川岡民と共に先輩後輩襟を開き葛談撞とるを知ら

ず美妓のサ【ピスは一同恩はす杯を重ねlまがら万、な

度重E鎖出に一同大鰭び，けだし一大豪華版なりき。

首夜』主管元気に由良氏φ御款待I': ~突い感謝を事げ

つ』翻と就〈。

(4) 曾員消息

『大連早大鹿用化皐曾便りJj ~ 

I昭和11年8月15比於犬遮不ご亭。



6 無償問r廠舟{~，..，:線俸，;;:;1+:1量量l!ø

右主主大謹存伎の臆期化事科邸身者占関lt4度減洲

盛業含量士設立と同時に理担膨長ιts.cyれτ灘i織された
恩師三角愛互先生をお抱きし"1iータ盛ゐな椴迎p宴

を継Lま1:..tc<;'時洲で換する党金の御鞍手以fJ，謹が

噂根、官接した時以上弘昆焼けして~I:侭t写ゐ元書記殴感

ー岡英の具像診t ネ・ルギ...t:.す"'>iJ:昔り . • 嘆軍IGt奮し
た(f ~倉 t事最初から串校叫怠ひ出話￠在校諸究室長の噂
苦番手主i"れから々れ吋震の~tJ噴き和集富島、待径の日娩

でした。先生波浦の抱負はる問へば毎年日本が1験

入する美大な外底捜をK・0する事だそうで7す占即
ち昭和Hl年度目ホに於ける盤の橋E6f盈除釣 180事庖

此のや3~%は内地盤ですが，.. 64.%験λ叉4会移入院ょ

っτゐます。此等の外圏聾1'1開制N雄頭t乙茶の他
1.5r6の閥均から持込志れます0，三角先生の消却{盛栄

作滅沸1属1:'於げる絵頼醸の政府勢下げq;もの主自己
擁護lの盛時金護主を合しτ2，.;lj1i革、叉は2etJg聡司王良質

援を内地内持て立て行きr対 H手け泌10年後に跨1;;
1∞真極から130:高砲の:患を供給しτ完全tc外置E障を
綴逐しようと云ふ開いてゐてさ胸の~- .:.r" する援

な針重で，老いて侮袋'"盛ーんな先生の間務制主主党今

青年が艇にK..()されτしまひまじた。私達夜瀦臨
-ft禽員1'1今後もさ角先生を中心にしっかり乙予をにつ

ないでやヲて{i'きたいと思って廃ります。建設途上

の織猟で我々妓衡家は最も彊切っτゐゐもの h由人
~令 'à 皆んな元気-cすα
術賞民俗、ヤルヒ?ν稔脇から~.漣税関へ祭韓\:.-C衆

られた小倉俊夫見を始めy 大房予のj民民本車業の葉東

布佐}兄;.それに夏中tf:理主路管中の西弁，大久保の

爾君事参加し-c非常t孟賑やかでtt~o 英の他I~お馴

むみの減~， 石川安慶大先猿にが剣道四段で愉快な

畑中申民〈氏は段廃滅ペ."、ル&.:..-工場のエ場長に

t.t. りまl-fto;うヨ~t1今は無きパラアグ庖:itの各敏男v

減石の阿部二郎氏“因I~民隠滅洲玉栄it皐曾1:.11薦

文の集者&1まいτゐますdお後ft何時も丈の俄u、のが
費電 t:.t~るらしレ愉快な白滞緩の上野蛮兄トごe 高2震の権

威個島原敏之兄，それにF7".ラ喧':1'と Lて取立/l)の

なL、高木管鰯技術員民同じく1康被鮮』銭術員集った

国 .Hま棺嘗なもの~ヒたct ，

官置穏事κf~ し-C f孟寄曹の御主主的あ P掲載の 2限定な

りしを移事事の際何れへか紛失し原被締切!H包民主主

に霊童見し得ず誠に申書事なき次第にて編鰐の責任に

於て深〈陳謝ナ。

(5) 九慮曾員消息

S邸察氏拍手写び乎録へ戻った事Q)他格別望怒った事も

;'->ふさせん。

ズ6)鮮 .1轡 子宮第6・問〉
t 

，去る-4JJ: 6 自の稜東京の中j~おらざるよ野の旗S主

義幾τ:暫くぶり-:e司準家習慣割以'11支の紫合を{倦レた6集
ーまる~ '，?井上F;、林〈和þ，! 林炉 絢内i 小倉烏弗鈴

野4業)r，構図.'、佐野f坂田のι0尿失陪久綴りの食会
であったsおた治ゆ民集分は議いが承知せね2γ予の

現象治;何慮と t，d 出て、きか且つ芯~る。， 1語障は伊藤

工藤，踊原，藤本の諸兄i也Z争放のため厳島せ-ピなかっ

たの除勧淋Lかったu三島の渡治氏.T度二五祭fl阜の

総曾で出家中なりLも"'.幹事の不行届のため通知洩

れ&せるは誠に残念-eあ?たct5:E亥g，{)持依むほども

酔もまわ砂各人哩〉書lt~，範上昇，< 是主頭、qy.不プ致を*

L隊司〉間lζ尻もちつき床4哀を落下令Lむる珍最を添
了、るものもあり，発ら嗣ペン「む禽員諸兄に事身寄を遜

った。不参加諸民ttその窃11'二依り官長崎司〉情況観雑
察を乞ふ。とにか〈吾人はプラ4ドをもって紙務に

あたり接校は己@厳育せる予殺を司君teて話先生の
ト1>'-品 yグプラ 4ドを，もって治今出Lτ欲い吃

言ふZ野氏?決し禽長の健篠宮新?ってω時首虫、曾ぜりe
小倉河内の蔚氏t主仲kの:99の愛好者i1令.も外

房方面1<:家艇の審のため民家を借り，が御自身11土耀

おり日帽にかけて御出張。議定主か，ッった魚の手

料理で一杯茶味も亦格別だと，・希望者は申出ればv御

案内さる h自が.で氏についての珍品晶画スをーサ

御紹介しておかん或はこのため民内紛あづては筆者

馳せ多じτ御詫び言品、たしますd'副換の小倉君演
溢の夕涼みね散策の折柄外房の演では一寸見られぬ

淑女を認め心中不癒を感6多少@気持ちを表現，い

くばくかの時聞を費L..近づい℃舜鼠の猿1::;:事長せし

底鐙計らんや河内君Q)御夫人なりしとtお珍且且両

スの序1<:.禽員言者氏の精力調査も一興と彰思ひ多きも

のの調査表のや訴を舜備して英't.l.号l軍事じτ見1るに

伎町英男6歳。林和雄男4歳女 L歳。狗内

女清6・橋周 知 Ij長漕3歳。‘称略目母女3議6月

民主主れるOIj，倉男ro畿女6裁を井上亮9歳。
息弁 ・余E叢e渡進策 -女6議男子歳。佐野髄ニ

郎 ・女房お自主欲L¥，-。奴図示(;7怠6歳男4歳d

('1) "}t.ヴヲ官官C第、9旬〉
t 

ふ生今夏 3年生の見司F航行l~附いて九州諸出掛け

たが鈴本，-高橋ぜて依3君1::"'1，-傍な島ぬ御世話路沿

vX'陣獄特にま震かった6議長民厚4御綾ゆムけ・11すo
-;3君共遷ワて元気で御漏.I?)線予r大也、11:・3障を強う
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した下関与をは御匡君に曾へる心算で行一つ。たが2趨間

前駅鮮に鵠倍された後で残念だ。た。然し北朝鮮'

ヘ進出の阿君の意気と健康を問、、て嬉しかった。健‘

闘4祈る。

藤好:;gli夏前からずっと翰洲に出張されてゐるが
大漣からの便りによると阿.部君と2-3田舎ったが，

阿君の元気蛍るべからざるものありと，保:今秋は愈

身議燭の:yt!を謬げられるとかiメデ〆的メデタシ。

東京ではクラス曾を瞥らくやらなL湯川、生等の怠

慢か. ' ~I土在京者の意気消ttか，兎に角本年中には

l度聞きたいものと思ふ3 く宇野記〉

(8)・九四曾々員抄

秋になると無性に人が怒しくなる。

それがオデ沙屋の娘であツたり，タ イピストであ

ったりp存きずりの女の子であったり号、そして351

年間Muh表矛ラスメートであったbオ卒。 .
4・1..1::画担当なる幹事あって，人制iEきま'1..1ご‘

20Mc~鰻多聖書を奮表したが \i\l

I :，;，: ~王現者会 卒業後針鳴らず平j抗生簡を寧i
て居持JJ曾枇を込家で彰。曾祉の分折腐は去年~ '

R治家人船:叫し現開局27〈;体尚南悪
名も時2抑 ぷ峨併の若い'灼内部緋持
気持t増槙めん守タゼ干て犀て生活し良川 k佳'事1
熱心なのはおたりまへだが，野球やらピシポンJ水

泳等のスポー Y方面にも熱心で若い者主主とー絡に盛

んにやって居る。何時までかは刻らぬが，まだ蛍分

{主家の方では祭生時代の延長の様な書物とスポFγ

の夫治:緩く でるらう。今年Ii.オリムヒ・ 7クがあった

ので主主に興味ある時を過し得たが 4年後の東京に

於けるオリムピック大舎の事'土今日待遠しぐ恩ラて

殴る次第です。

2. 絵図君。小生も相鐙らずですが， 滋方の紺縫号

らずはあまり結構ではない。あちらの閣では五ツ見

成金があるとか，小生も止むを得なL、から六ア児成

金にでも成らうと工夫して居るが』 ど5も恐ふ傍tζ
な、ないらしL、。然じ5‘の性の調節に就h、て!伐E論

だけ剣Yた。ホルモ γ曾i仕にでも勤めで確り研究し

TょL‘占

3. 島田君。イ主主柑僕らず..I'母りも輔びもせず，

従って起きもせず至極のんびりと暮して庖・ます。御

嫁さんは欲ヒぐも話もな <.i足って生れる子供の名

古i.を考へた事もな¥.'0'先の曾報の幹事御催促で元ち

ゃんrr!#&には知1沙汰の詫びをしておいた元ちゃんが f

お猿の様な赤ん坊をか也、てお哉の制tこ御イ、さ，お

子さんと人に云われやせぬかと人事ならず考へて居

るこわき恩人なればこそi何時までも早稲出の森と

響かずに欲しL、。

4・ 川ι君・。目下泰さんの益々肥えるのを来れつ1

L共に色に苦参事して居る。色と申しても色々ある。

甚だ色策のない色である。が飯め種の色弘致し方が'

ない。女の子が欲しいんどけど燕や育ぞ染った奴だ

と患って自ら近づかないので，目下聖人に近い生活

している。聖人と云ふよりは由良の別誕の山から通

勤して居る故仙人である。この仙人は女のはぎを見

ても堕ちないがツ ー育灯赤灯が癒しくなる。近く大

阪へ心臓の5郎、荒川とか申すのめξ奴が来る'自大阪 、

が恐慌を来すと恩ふo7k科も父となり，由良も亦近
々だ。小生濁り役年の童貞居士，濁り健在なり。お

銭さまは欲しくないが女の子が欲しい。之叉本音か

も知れん。

5. ~呂君。唯一人の九州男にも元気で北九州の

燈の下で働いて居る。東京を去って2年学，僕も襲

ったです。只今では男¢子が一人出来て曾泣から蹄'

っても絵寝泊:少いです。級友の中にもお父さんにな

ったのがまだまだあるそうて寸功:。

6. 幹事。療生時代と幾らず，獄居を矯こんで居

る。「レピユー，JrシネマJ"観.rハイキν夕、Jiスケ
ート」をやり，そ土絵暇に肩の凝らぬ程度に勉強も

して居る。先日「青春の海Jを観てから「ヨヲ I:J

にこって時折り佐藤俗疋と品1111¥中にのり出すが，米

だかつて彼が2さからおちて来たことはなL、。

2， 3目前東日の 「うそでItjぶJjこ……往復業蓄の

返信の蓄に宛各名書くことに禁止すれば，もらった

人1'1，自分の好き勝手記慮に侠へるし，又煙草銭に

闘った時には郵便局に持参すれば1銭5厘に引き とっ

てくれるから使利であると大臣に申告したらγ 頭が

良い奴と賞められた。L近々そうなるだらう。・…:・と

投書したら，あんまち賃貸のことを云ひナダると云

ふので淡になっちゃったとさ。

7. 水科君。6年4月就職サラリーマンf →10年

5月結婚れズ→II年5月男子生パり 凡そスピ片ド

エーヂt二隠わしいでせう。 気持l主事生の時そのま』

特別むやぢら Lくもありません。‘「セルロイr:J曾祉

に居るが rセルロイ FJに未だー度もひね〈りませ
んからこの方面のことは聞かれても知りません。や

ってることは枇の機密に闘するこ とだそうですから

歎つで居る ζとにしませう 0，.(勿誼凝って居ますね〉 、

曾祉は今度新井 〈新潟豚〉に合成酪酸の曾粧をつd

りましたが，手念搬げるばかりマ一向我hのの綾は
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温か〈なりません。

「セルロイド」生地は統制された曾祉が勝手にやれ

なくなりに<...なったらしいです。詳細は知りませ ，

ん。

8. 横山君。勤前先，株式曾枇白洋合{1:.撃研究所

現在の研究項目 ストツダートソルベy トの殴着式

回牧試験。赤ん坊，結婚して 6年未だにムbsolute

yero・ 禁酒運動 6・E堅生排酒聯盟，白洋舎禁酒舎共

に盛大。

9. 畑山君。今度目本ピスコ四スを合併したので

王子工場の研究室を一人で切盛りしてる。原料~分

析から製法工橿を監督し毎新製品の研究を怠たらな

い。曾枇が熱字を出したのも俺が柔鉄剤を完成した

からさ。

土井内君。久しく慨無沙汰して居ます。同じ東京

1:::居乍ら穆校へも六日舎にも顔を出さず失種して居

ます。之と云ふのも原因は何慮にあるか? 勉強の

篤F 否可愛いフラウの箆? 否日<，顔面がエチ

オピアになって皆様に曾わせる顔がない篤Cすから

何卒悪しからずiOl!同情をたれ給へ。

布君。特別に用がなければ例へば死んだとか生き

たとか云ふのでーなければ{中身毎日して居る何がなぞ

書けやしなL、。まあ早い秋を感じて多の寒さを思ひ

やる位が闘の山，曾祉の仕事等そんなに大したこと

をしなくとも養ってくれる穏な気がして居るのが互

の身の上と云ふものではありませんでせうか。通信

を書くべきに祭奮のみしましたが，まら何とか思っ

た様に書いたり話したり願ひます。

(9) 一一禽初だより

切って「こやしだって毎日昆て居る中にだんだん可

愛くなる」だって，今1::目巴籾界を抑へるだらうと専

らの評剣です。我君も所用の篤か屡々上京されるし

谷阿君も二三回来た事を風の音色りに聞いたのですが

帝都κ於ける行動l士奇として不明です。源さんよ秘

密はデマの元ですぞ。藤崎君は今度大阪に楽韓〈御

世鮮ではない相です〉可愛い赤ちゃんもさぞ御喜び

の事でしょう。町欣が先日上京，相繁らず「何うも

近頃慢の調子が惑い」と鳴いて居ます。然し鐙の調

子の惑くなるのも嘗り前，彼''1.(彼とは町田隊二郎

君の事ですぞ〉蓬人芦野でさヘパツサリ切られる事

程左様に相首なものです。修業とはげに恐ろしいも

のですな。吾等のスター桑原軒率二郎師ょ，咽喉の

調子は如何ですか。偶には御便りも出して下さい。

絵り四次元の世界詐り紡復して居ると窓硝子の資行

きにも掛はりますよ。蹟瀬，高木の満鍛車且は仲良く

アベックで大陸銀行を極め込んだ由，モダー γ張関次

喜多振りは見える様です。 二人1'1.若F いと許りに絵

り無理をなさらぬ様h鐙カを，治信し泌ぎざる様一

寸ばかり御注意して置きませう。田中君が御病気で

全闘の皆様態々一一曾の主主場でございますと云ふ | したが全快も近い様子，ぜいぜい御静養されてこそ

と一寸大きいのですカら一一曾とは知る人ぞ知る ! 君の今後は期待されると云ふものです。好漢磯野も
で今年初めてこの欄に顔を出す資絡を得た第十六因 。| 近〈朝鮮へ肉はれる由，内地の酒も爆しは御別れな

卒業生」同の舎です。従って三十名そこそこの者に | ので盛んに飲み貯めてる様子です。御結婚の噂を一

興味を持って或は持たずに積んで裁ければ結構なの | 寸耳にしましたが正式の霊堂表も近い事でしょう。紛

です。吾等の態化も新態期と共け新校舎に引越しま | 目出度〈甲種の難闘を突破された方々は平山γ 芦

したが些か手に絞ったのか呆然たるものがあります ! 野，本間，谷岡，桑原，町田と知って居る範閣では
務付くと共に本絡的に張り切る事になるでしょう。 I6入居ます。斯かる堂々たる筋肉の持主許りを霞防
在家の;車中も忙がしいと書写する者許りですが本間 | 日本の第一線に送り得た事は唯に苔等一一曾の諮り

君，船橋君等曾枇lませはしいし，アルパムはやらね | である詐りでなく早大際化の楽警でもある譲です。

ばならないし，他にもちょいちよい顔を出さなきゃ | 充分の御翠公るって然る可きものと思ひます。

いや』よと云ふ所があるらし<，この所東奔西走の i 最後に諸種の曾合，己の結婚，出産は勿論，他人
有機，全〈同情に{直します。之に反して中島を園満 | の御目出度等見叉は聞きuこ物を時々は御体へ下さ
足蹴にした芦野君は閑居はして居るが不蓄はして居 | い。さすれば之等は再び物理的鎚ftばかり℃なく化

ないとの事。張り切り内海も近頃は勉強の方に張り | 穆的艶化を受けてこの欄を~fì.じ徒荷なる時の微笑
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ましい話題となって祭しむ喜善治:出るでしょう。

〈武井〉

(10)、二年より

皆さんおめでたう御座居ます。

"長い夏休みも終り久し振りに来る卒稲田に少しで

も縫っト事がありはしないかと限をキヨロキヨロさ

せて登校する畢生諸君乃その慾壊を5請して〈れるも
のは，何と云っても我等の新校舎に主主ひない。この

前を通る番lま誰でも一度は仰ぎ見る偉大な存tEでら

る。このオール Vセダの注目の的に朝登校の持等，

堂hと衆人のIiir線を浴びて入って行〈時は檎ナレる

穫で~るが，又それだけ優越感が心の中に湧いて来

る。

昭和7年，我々が準淀へ入りたての事である。皐

院の 1年の始業式後の 1週'1f.1主何人も御鰹験の如

し歓科書も未だ来ないL従って休講ばかりだし，

さりとて友人は新しい顔ばかりだしj全〈手もちぶ

さたの聞の惑い事この上なしである。こんな頃のあ

る休講の時間，仕方な〈大態構内をぶらついて見た，

有名な演劇博物館の前に来た時ふと傍の建物内に，

白衣を着fこ人蓬が働いて居るのを見た。おやおやと

思ってよく見るわ何とこれが!憲用化事科の本部で

あるらしい。'はLあ，さては此鹿に居るのは先輩だ

なと思って見て居たがこの護見はこの懐しい様な

気持と共に，少からぬ失望を伴った。と云ふのは鈴

りにも建物語:見すぼらしいのである。所調，洋間付

貸家と出~>奴の安い西洋館に似たもので，自分も 3

年後にはこの中で貨験をするのだと恩ふと折角，平

大感化とは何んな立汲な所だと思って入って来たの

に，その大きな期待が裏切られた様に感じた。今こ

んなことを云ふと建物で事司の良否が決まるものか

と小林先生に叱られるだらうが，営時l主木賞にきう

思った。製部へ入ってからは，もう覚悟。て居たか

ら，この構内に便所のない事を妥足しても，更に鴛

きも嘆きもしなかった。併し入ってがら 1ヶ月ばか

り立って喜ぶ可きzユースを耳にした。邸ち新校舎

建築の計壷で，来年かち入れるだらうとの事であっ

た。さてそれからと云ふものは袋ては夢，起きては

現，穫で付〈ても，事ある毎に話題に上るのは新校

舎の事でおる戸設計の方で務先生方付随分頭を鼠ま

されたらしいが〈お蔭で我々は図書室を占領されて

困ったが〉我々は喰もう新しい校舎，地階共五階建

の想像で忙しかった。それだからこそ工芸事にか Lっ

てから，業h現場に足を踏み入れ，歩き廻り，屋上

から庭球，野球が無斜で見られたり，議事堂が望見

出来た り ，.!f!.縮図で人隈講堂の療の~に高い事を鼓

見したり，あれこれと大に技師さん達をtMlましたの

である~ ，

妙なめぐり合せで我には丁度1年宇宛，雨方の校

舎で皐んだ事になる。これは中身都合がい.1..0 ~pち

先輩とも後輩とも話が出来るからである。例へば 6

日舎で先苓諸君に曾って訊ねられたら「賞際今度の

はいLですよ。泡風!H、Lし，室i土民いし，昔の援

に400を越すなんて事lままあないでせうし…・・」等

と羨ましがらせる事も出 Hる。さうかと思ふと自分

蓬が卒業してから後輩共を掴まへて，1君主主11富校舎

を知らないだらう 地質際世は苦努したもんだ主。何

しろ200人以上，上ると2階が務ちると云tまれた穫だ

じ，狭いし震に狭かったね。而も下1:-居ると時に 2

階の下水がつまって天井から大雨治:降たりし'[.ね。

……」等とまるで他人のやった事の億に喋って威張

れるし，中身便利である。

今夏に昔の夢が賓現して，入って見ると叉性心地

は格別である。授業中にふと天弁のテツグスを見て

あL新校舎でやって居るのだと云ふ満足感を感じた

り，他の科の2智治:立i肢になったなあと云ふ笥に恩は

ず親方:ゆるむ。これも全〈小林先生始め諸先生方の

努力の1易である。さうして，今迄，種有不自由され

た先輩諸兄に到し我々は功なくして優遇されて震る

様で，全〈お気の毒に思はれる。叉兎に角，他の科

をさしおいて路用化摩科が先づ立仮になった事は考

へ銭によっては近来の1t墜T業の隆盛を物語る一つ
の現lまれであるとも見られる。建物1，1主立滋に出来上

った。今度は内容も更に立汲にしたいものである。

今迄の如き不利不便をしのんでもあれ程の名レポー

トが政h出て居る。これを考へると今後この校舎で

化事工業界をり F ドす可き何んなに立汲な業積があ

げられ得るか大に期待して居てよいと思ふ。

(11. 9. 25 裸牛生〉

(11)、昭和十一年の一年生のζ と

9月9日朝，クラス委員より次の様なはがきがき

Tこ。

，前略，新館へ引越しの矯9月10日，午前10時，習

寅験室へ集り下さい。 川久保生

永い夏休の終りともなれば級友の顔でも見たくな

るのが人情だ。英~の所を旨〈ねらったのが此の一

葉なのである。 10日朝ともなれば新築懇室'の威容を

拝安んと一同続々詰めかけた。何んだ。今日11未だ
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も夏休みなんじゃないか，色lま言ひながらも銘々の器

具を運んだ，天井が高いのが好いな，然L廊下が鳴

いね，アスフアルトを薮いであるのは歩き心地が好

いね，護主主主もコシグリート床は硬過きるね， ，'1階ぶ

』年の賓験室; 2階112年， 3~:皆が 3 年か， A~'脅が

教室かと談笑L"つL階段8g段程も昇れば見晴しの良

い屋上に出る。先づ右に限に入るのは，;!1;の野球場

tt.， ラヂオ屋の問先からの中線放迭を耳にグラγド

試合を見るのは，サボ由ス'トには絶好の天地だiJと

私は考へて。左にテニスコ F ト，武道官官，お向ひに

低第二墜院に電気科のアンテナ，ぐっと轄じて，こ

れも新袋なれる頭曾議事堂は恩賜館越しに頭を現し

てゐる。限の下に，狭いとは思ってゐたが，大きい

様なナマコのスレート屋校がらった。これが其の曹

質験室だ。想へば懐しみの深 くもある6

然し会の略も何んとか宮教室も取挽Iまれた今日，何

んとなく普しを忘れかけτ来た様で情無L、。
ーーーー-0-ーーー

時節がらクラス舎を，グラス舎の低策目白:?をき起

ったのが15日か，話11早くまとまってムー期日， 18 

日午後6時，禽場，日本劇場前『曙ll，ーーと褒表が

出た。宇野先生，石川先生の御出席によってそれば

全く，本質に有意義だった……。午後6時宇とお俸

へしてをかなかったが，抑ゐの誤りで1E6時迄には

35名中8名の大入りだった相だ。遅刻者は時;習の自

乗に比例する罰金だ。そらお前は77，49銭だぞのお

小言には痛入っただけで震に愉快だったなあと話し

合ったのは勿論，翌朝の事でした。

(11月30日橋爪惟公〉

ー--0--
患部に准んで危々各方面に有意義なる最初の愉快

な夏休みも無事終り愈々待望の天商〈馬肥ゆるの専

ら食気盛んの候と相成った。

今年f暑気はまだまだ夏休みは長〈ともよいぞ I

と王、はん許り全く殺F的の暑さで民〈世には可愛相

にも透ひに頭に来た人が出たとか。休暇前より臆f己

資験室1'1堂々たるあ町園陸に御化粧に餅念がなかっ

たがー夏遁ぎ、2事期がif':ると 8分湿り出来上り貨に

立波に美し〈なり我等の心11朗かで， ~ ~ '¥度It.寄

生虫若し<1ま宿泊、りみたいに人の教室で授業しない

で自家用のものが出来たわいと誠に嬉しい。

英王〉設備，建築様式震に見事なもので製図随ーの

ものと確信し誇るものである 玄関へ"る時lま「重

役様禽枇に着くの岡J或ひ11宴曾場にあるroo氏御
席J，とじるレえトランに入る必地bi朝から我等必

を張切らぜる。だから態([:には傑物が居る:んだな。

9月10日の新館移轄ゎ折lま非常に嬉しかったJ全
〈貿験室が椅麗なので勿臨なや。一生懸命にやらぬ

とL、かんと決心Lた。近頃やたらに色々の事に決心

するの'z:決心疲れが来て勢力なくなった3 化事のカ

で何とか r.:i:.ネルギツシヱ土守ン合成jの方法はない
ものかな戸。

1年進む毎に 1階づL出世する仕績だ。有難いコ

出!せ ¥切って 3年になったら上か.t?1年2年の各者

を見下ろし乍らいい心地で賓験しよう。之も今から

抱いてゐるf11tの決心ダ。アー又一つ培えた。-

J屋上からは極めて眺望がよL、。彼方造語、見渡され

之叉心地よし。

奮賓験室か取媛れるのを見てると一抹の寂しさを

魔ゆ。然しー槌グワ .)yとやるとパラパラE護れるの

を見てると心地よL、。

あ~ ~長り心地よき事詐りでー鐙どうなるのだ F

何心配しな〈てよL、。おヨたは試験だ。あ四分析の

試験かo(宇野先生ハーグジョイー〉

〈工組臆化一年T・ヱ生〉

(12) 一年雑聞記

角帽を戴いて既に牟設，青葉薫る夏も夢わ聞に遜

ぎて愈'々待望の新校舎落成と共に奥4べられた I階の

質験室にとぢこもって墜問らしきものをやって居る

未完成時代の諸hの暗に反して堂4たる設備でばあ

るが可成りめ不満の撃も起って成る。人間てもG'.::11

何と都合よ〈出来てゐるものだらう。然しまあ患部

に入る早々斯かる校舎を貰った我々は幸繭と云へる

さればこそ級友40がっちりと臥を組ぬで宇野，石川

雨先生の指導の下にどうやら賀験も板について来た

←流めg論を吐いてゐる秀才らしき者も居る。失敗

綾きでレポ戸トに迫lまれる厳主の如きものも居る。

ピーカ戸を街jって小切手帳ならぬ器具借用簿を持っ

てかけず、り廻づる;車中も震る。講義に遅れて慌て L

4憎まではあはあ去ってJI)tlJけ上ってZネルギツ ジュ

な連中も居る。等身。然L何と云っても質験室の傍

に教警が欲しい。ちょっと計算をするのでも 4階迄
上って行 、のでは如何に張切った僕警にも相醤こた

える。

思へば新校舎完或まで毎日建築工事の騒々しき未

完成交響楽も張切る我有の物に!t漫潟たる行進曲に
悶えてゐ だ ものが， 今宮校舎を殴~ 't る音が葬送行
準幽にも問えず徒らに講義を妨害する雑音に Lか，，~

えぬコ人間てものは何と都合よく出来てゐるのだら

ち。 ..~ ' ， 白 〈一年・人ー江言i!)'


